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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかに回復基調となっており、消費マインドも改善

しております。しかしながら、国際情勢や為替水準の変化により不透明な状況が推移しており、有効求人倍率

は上昇し労働需給が逼迫した状態は継続しております。自動車業界においては、国内メーカーの国内新車の販

売台数は前年同四半期連結累計期間（以下、前年同期という）比で102.0％（日本自動車工業会統計データ）

となり持ち直しの動きを見せておりますが、中古車市場は前年同期比で93.3％と低調に推移しております。ま

た、輸出中古車は円高傾向によって低調な動きとなっております。

このような環境下において、当社グループは、各セグメントにおいて市場環境の変化に対応した戦略的な

営業活動を推進するとともに、３つの事業のグループシナジーを強化することでより付加価値の高いサービス

の創出に努めると同時に、コスト削減など収益管理体制の強化に向けた活動を推進いたしました。しかしなが

ら当社グループの主力セグメントである自動車関連事業において中古車の輸送や整備の取引は拡大したもの

の、中古車輸出の落ち込みや主要取引先である日産自動車の新車販売台数が減少した影響などにより、売上収

益は前年同期比で減収となりました。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上収益380億88百万円（前年同期比

98.6％）、営業利益26億77百万円（前年同期比102.7％）となりました。また税引前利益は26億64百万円（前

年同期比99.8％）となり、親会社の所有者に帰属する四半期利益は、15億95百万円（前年同期比91.6％）とな

りました。

 

自動車の国内流通に関連する台数 単位：台 

国内販売 2015年７月～2015年12月 2016年７月～2016年12月 前年比 

新車        

国内メーカー *1 2,229,020 2,273,298 102.0%

(うち日産自動車) *1 (262,189) (254,561) （97.1%) 

海外メーカー *2 140,857 149,613 106.2% 

中古車        

登録車 *3 1,770,011 1,795,479 101.4% 

軽自動車 *4 1,373,044 1,135,801 82.7% 

中古車計   3,143,055 2,931,280 93.3% 

永久抹消登録車 *3 103,300 95,849 92.8% 

         

輸出 2015年７月～2015年12月 2016年７月～2016年12月 前年比 

国内メーカー新車 *1 2,400,441 2,445,235 101.9% 

中古乗用車 *5 699,628 641,643 91.7% 

*1 日本自動車工業会統計より算出  *2 日本自動車輸入組合統計より算出  *3 日本自動車販売協会連合会統計より算出 
*4 全国軽自動車協会連合会統計より算出  *5 日本自動車販売協会連合会統計の輸出抹消登録台数より試算 
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セグメントの業績は、次のとおりです。 

 

①自動車関連事業 

当事業においては、当社の主要取引先である日産自動車の国内新車販売台数は254,561台（前年同期比

97.1％）となり（日本自動車工業会統計データ）この影響を受け、日産車の新車輸送や整備は減収となりま

した。車両輸送事業では日産以外の新車・中古車輸送の取引拡大に向けた新規顧客開拓活動を推進してまい

りましたが、為替の影響等から中古車輸出事業の受注が減少したこともあり、自動車関連事業全体の売上は

減少いたしました。

これらの結果、売上収益は278億50百万円（前年同期比94.4％）となり、セグメント利益は27億56百万円

（前年同期比100.0％）となりました。

 

②ヒューマンリソース事業

景気の回復基調に伴い企業の人材需要は増加傾向にありますが、大都市部の人件費高騰と人材難は深刻化

しています。企業は人材活用ニーズの波動に合わせた派遣要請や採用活動を進めていましたが、少子高齢化

の進展するなか人材確保のための創意工夫が求められています。このような状況下において、当社グループ

は事業展開の地域構成比を見直し、人材の求めやすい地域へシフトし都市部における業績の鈍化を補ってま

いりました。これらの結果、売上収益は74億15百万円（前年同期比114.5％）となり、セグメント利益は２

億96百万円（前年同期比129.3％）となりました。

 

③一般貨物事業

当事業においては、港湾荷役事業が堅調に推移したことと、保管・輸送事業では既存顧客の深耕により新

規業務を獲得したことなどによって増収となりました。これらの結果、売上収益は28億22百万円(前年同期

比106.8％）となり、増収効果によりセグメント利益は５億61百万円（前年同期比115.6％）となりました。

 

なお、上記報告セグメントに含まれていない全社費用（当社の管理部門に係る費用）等は「第３『要約四

半期連結財務諸表』の『セグメント情報』」に記載のとおり「調整額」の項目として計上しており、９億36

百万円となります。

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び資本の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ１億32百万円（0.7％）減少し、182億14百万円となりました。

これは主に、営業債権及びその他の債権が８億17百万円増加したものの、現金及び現金同等物が７億８

百万円、棚卸資産が２億73百万円減少したことなどによります。

非流動資産は、前連結会計年度末に比べ３億11百万円（1.8％）増加し、178億17百万円となりました。

これは主に、有形固定資産におけるリース資産が４億20百万円増加したことなどによります。

この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ１億79百万円（0.5％）増加し、360億32百万円となりま

した。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ５億19百万円（4.3％）減少し、116億60百万円となりました。

これは主に、借入金が１億52百万円増加したものの、未払法人所得税等が７億52百万円減少したことな

どによります。

非流動負債は、前連結会計年度末に比べ３億18百万円（5.4％）減少し、56億13百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ８億37百万円（4.6％）減少し、172億74百万円となりま

した。

（資本）

資本合計は、前連結会計年度末に比べ10億16百万円（5.7％）増加し、187億57百万円となりました。

これは主に、利益剰余金が親会社の所有者に帰属する四半期利益の計上などにより10億53百万円増加し

たことなどによります。
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②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べ７億８百万円減少し、72億15百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、６億56百万円（前年同期比56.1％）となりました。

収入の主な内訳は、四半期利益15億95百万円、減価償却費及び償却費５億29百万円であり、支出の主な

内訳は、法人所得税の支払額15億46百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、１億63百万円（前年同期は２億91百万円の支出）となりました。

収入の主な内訳は、有形固定資産の売却による収入62百万円であり、支出の主な内訳は、有形固定資産

の取得による支出１億89百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、12億１百万円（前年同期は15億49百万円の支出）となりました。

支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出６億29百万円、配当金の支払額６億20百万円でありま

す。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2016年８月10日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

該当事項はありません。
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３．要約四半期連結財務諸表

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円） 
 

 
前連結会計年度末 
（2016年６月30日） 

当第２四半期連結会計期間末 
（2016年12月31日） 

資産    

流動資産    

現金及び現金同等物 7,924 7,215 

営業債権及びその他の債権 9,036 9,853 

その他の金融資産 167 194 

棚卸資産 779 506 

その他の流動資産 438 443 

流動資産合計 18,346 18,214 

非流動資産    

有形固定資産 8,447 8,984 

のれん及び無形資産 2,232 2,492 

投資不動産 3,791 3,691 

持分法で会計処理されている投資 973 863 

その他の金融資産 1,393 1,469 

その他の非流動資産 115 83 

繰延税金資産 552 233 

非流動資産合計 17,506 17,817 

資産合計 35,852 36,032 
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（単位：百万円） 

 

 
前連結会計年度末 
（2016年６月30日） 

当第２四半期連結会計期間末 
（2016年12月31日） 

負債及び資本    

負債    

流動負債    

営業債務及びその他の債務 5,647 5,729 

借入金 2,235 2,387 

その他の金融負債 496 562 

未払法人所得税等 1,594 842 

その他の流動負債 2,205 2,138 

流動負債合計 12,179 11,660 

非流動負債    

借入金 768 546 

その他の金融負債 1,943 2,390 

退職給付に係る負債 2,476 2,293 

その他の非流動負債 741 381 

繰延税金負債 2 1 

非流動負債合計 5,932 5,613 

負債合計 18,111 17,274 

資本    

資本金 3,390 3,390 

資本剰余金 3,249 3,254 

自己株式 △561 △544 

その他の資本の構成要素 21 △36 

利益剰余金 11,640 12,693 

親会社の所有者に帰属する持分合計 17,741 18,757 

資本合計 17,741 18,757 

負債及び資本合計 35,852 36,032 

 

- 6 -

株式会社ゼロ　(9028)　平成29年6月期第2四半期　決算短信



（２）要約四半期連結損益計算書

（単位：百万円） 
 

 
前第２四半期連結累計期間 
（自 2015年７月１日 
至 2015年12月31日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 2016年７月１日 
至 2016年12月31日） 

売上収益 38,611 38,088 

売上原価 △32,484 △31,612 

売上総利益 6,126 6,476 

販売費及び一般管理費 △3,623 △4,008 

その他の収益 122 266 

その他の費用 △17 △56 

営業利益 2,608 2,677 

金融収益 30 22 

金融費用 △35 △36

持分法による投資損益 67 △0

税引前利益 2,670 2,664

法人所得税費用 △928 △1,068

四半期利益 1,741 1,595

     

四半期利益の帰属：    

親会社の所有者 1,741 1,595 

１株当たり四半期利益    

基本的１株当たり四半期利益（円） 104.29 95.83 

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 104.25 95.73 
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（３）要約四半期連結包括利益計算書

（単位：百万円） 
 

 
前第２四半期連結累計期間 
（自 2015年７月１日 
至 2015年12月31日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 2016年７月１日 
至 2016年12月31日） 

四半期利益 1,741 1,595 

その他の包括利益    

純損益に振り替えられることのない項目    

確定給付制度の再測定 △52 78 

純損益に振り替えられることのない項目合計 △52 78 

     

純損益に振り替えられる可能性のある項目    

売却可能資産の公正価値の変動 △11 50 

持分法適用会社のその他の包括利益持分 △58 △109 

純損益に振り替えられる可能性のある項目合
計 

△69 △58 

     

税引後その他の包括利益 △121 20 

四半期包括利益 1,620 1,615 

     

四半期包括利益の帰属：    

親会社の所有者 1,620 1,615 
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（４）要約四半期連結持分変動計算書

前第２四半期連結累計期間（自 2015年７月１日 至 2015年12月31日）

（単位：百万円）

 

親会社の所有者に帰属する持分 

資本合計 
資本金 資本剰余金 自己株式 

その他の資本の構成要素 

利益 
剰余金 

親会社の 
所有者に 
帰属する 
持分合計 

在外営業

活動体の

換算差額 

売却可能

金融資産

の公正価

値の変動 

確定給付

制度の再

測定 

その他の

資本の構

成要素合

計 

2015年７月１日残高 3,390 3,176 △152 68 54 - 123 9,066 15,603 15,603 

四半期利益               1,741 1,741 1,741 

その他の包括利益       △58 △10 △52 △121   △121 △121 

四半期包括利益 - - - △58 △10 △52 △121 1,741 1,620 1,620 

自己株式の取得     △409           △409 △409 

剰余金の配当               △333 △333 △333 

株式報酬取引   16             16 16 

その他の資本の構成要素か

ら利益剰余金への振替           52 52 △52 - - 

所有者との取引等合計 - 16 △409 - - 52 52 △385 △725 △725 

2015年12月31日残高 3,390 3,192 △561 9 43 - 53 10,422 16,498 16,498 

 

当第２四半期連結累計期間（自 2016年７月１日 至 2016年12月31日）

（単位：百万円） 

 

親会社の所有者に帰属する持分 

資本合計 
資本金 資本剰余金 自己株式 

その他の資本の構成要素 

利益 
剰余金 

親会社の 
所有者に 
帰属する 
持分合計 

在外営業

活動体の

換算差額 

売却可能

金融資産

の公正価

値の変動 

確定給付

制度の再

測定 

その他の

資本の構

成要素合

計 

2016年７月１日残高 3,390 3,249 △561 △53 75 - 21 11,640 17,741 17,741 

四半期利益               1,595 1,595 1,595 

その他の包括利益       △109 50 78 20   20 20 

四半期包括利益 - - - △109 50 78 20 1,595 1,615 1,615 

自己株式の取得     △0           △0 △0 

剰余金の配当               △620 △620 △620 

株式報酬取引   4 17           21 21 

その他の資本の構成要素か

ら利益剰余金への振替           △78 △78 78 - - 

所有者との取引等合計 - 4 17 - - △78 △78 △542 △598 △598 

2016年12月31日残高 3,390 3,254 △544 △163 126 - △36 12,693 18,757 18,757 
 
 

 

- 9 -

株式会社ゼロ　(9028)　平成29年6月期第2四半期　決算短信



（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円） 
 

 
前第２四半期連結累計期間 
（自 2015年７月１日 
至 2015年12月31日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 2016年７月１日 
至 2016年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

四半期利益 1,741 1,595 

減価償却費及び償却費 465 529 

受取利息及び配当金 △2 △8 

支払利息 34 32 

持分法による投資損益 △67 0 

法人税所得費用 928 1,068 

営業債権の増減額（△は増加） △419 △799 

棚卸資産の増減額（△は増加） △22 274 

営業債務の増減額（△は減少） △121 △3 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △71 △57 

その他 △403 △405 

小計 2,062 2,227 

利息及び配当金の受取額 2 8 

利息の支払額 △34 △32 

法人所得税の支払額 △860 △1,546 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,170 656 

     

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △268 △189 

有形固定資産の売却による収入 2 62 

無形資産の取得による支出 △90 △161 

貸付による支出 △27 △9 

貸付金の回収による収入 39 19 

その他 52 115 

投資活動によるキャッシュ・フロー △291 △163 
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（単位：百万円） 

 

 
前第２四半期連結累計期間 
（自 2015年７月１日 
至 2015年12月31日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 2016年７月１日 
至 2016年12月31日） 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減（△は減少） 20 280 

長期借入れによる収入 110 50 

長期借入金の返済による支出 △721 △629 

ファイナンス・リース債務の支払 △215 △281 

配当金の支払額 △333 △620 

自己株式の取得による支出 △409 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,549 △1,201 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △671 △708 

現金及び現金同等物の期首残高 5,856 7,924 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,185 7,215 
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（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報）

当社グループのセグメント情報は次のとおりであります。 

前第２四半期連結累計期間（自 2015年７月１日 至 2015年12月31日） 

(単位：百万円） 

 
自動車関連
事業 

ヒューマン
リソース事
業 

一般貨物事
業 

計 
調整額 
（注） 

要約四半期
連結財務諸
表計上額 

売上収益            

外部顧客からの売上収益 29,490 6,479 2,642 38,611 - 38,611 

セグメント間の売上収益 30 180 40 251 △251 - 

計 29,520 6,659 2,682 38,863 △251 38,611 

セグメント利益（営業利益） 2,755 229 486 3,470 △862 2,608 

（注）セグメント利益の調整額△862百万円には、全社費用△862百万円、セグメント間取引消去0百万円が含まれてお

ります。全社費用は報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 2016年７月１日 至 2016年12月31日） 

（単位：百万円） 

 
自動車関連
事業 

ヒューマン
リソース事
業 

一般貨物事
業 

計 
調整額 
（注） 

要約四半期
連結財務諸
表計上額 

売上収益            

外部顧客からの売上収益 27,850 7,415 2,822 38,088 － 38,088 

セグメント間の売上収益 41 275 56 372 △372 － 

計 27,891 7,691 2,878 38,461 △372 38,088 

セグメント利益（営業利益） 2,756 296 561 3,614 △936 2,677 

（注）セグメント利益の調整額△936百万円には、全社費用△936百万円、セグメント間取引消去0百万円が含まれてお

ります。全社費用は報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。 
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